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　ごあいさつ

乙訓古墳群の中央部、向日丘陵古墳群にある寺戸大塚古墳は、大正 12（1923）年の発掘開始から 100 年

が経過しました。本墳の発掘は、京都大学考古学教室（のち、研究室）によって未盗掘の前方部石室の緊急調査

と後円部石室の学術調査がおこなわれ、その成果は日本の古墳研究の基礎を固める大きな役割を果たして

きました。ふたつの石室から出土した副葬品は、４世紀前葉につくられた畿内大型前方後円墳の基準資料

として、学術的価値がきわめて高く、その注目度はますます高まりを見せています。

このたび財団設立 35 周年にあたり、京都大学考古学研究室ならびに京都大学総合博物館との共同主催

により、本墳の出土品を総覧する展示会を開催することになりました。本墳の最新の調査研究成果とあわ

せて、多彩な副葬品や土器・埴輪などを多くの方々にご覧いただきたいと思います。

最後になりましたが、記念展示会の開催にあたり、ご協力いただきました関係機関ならびに関係者の皆様

に厚く御礼申し上げます。

令和５（2023）年９月	 	　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人向日市埋蔵文化財センター
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　凡 例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．本図録は、当財団が設立 35 周年を記念して、京都大学考古学研究室および京都大学総合博物館との共同主催により、

　令和５（2023）年９月 30日から 11月 26日までを会期として向日市文化資料館で開催した特別展示会にあたり作成した。

２．本展示会の開催にあたっては、京都大学大学院文学研究科の吉井秀夫教授、下垣仁志教授ならびに京都大学総合博物館

　の村上由美子准教授よりご指導を賜り、格別のご配慮とご協力をいただいた。

３．本展示会の中心となる第４・５次調査から出土した遺物の分析・検討にあたっては、次の方々から多大なご助力を頂戴した。

　新たな評価については、各位よりご教示いただいた内容をもとにしている。

和田晴吾・吉井秀夫・下垣仁志・村上由美子（遺構・遺物全般）、森下章司・岡本篤志（三次元レーザー計測・銅鏡）、

賀来孝代（鶏形埴輪）、廣瀬覚（合子形土器・円筒埴輪）、山本亮（土器・高杯形埴輪）、石製品（二村真司）、繰納民之（鉄製品）

４．本展示会の企画は、寺戸大塚古墳の調査研究に深く関わられた近藤喬一、都出比呂志、山中一郎、阪口英毅の先生方

　からご教授いただき、頂戴した多岐にわたるご助言をふまえ構成した。

５．本展示会の準備・開催にあたっては、当財団役員の方々の理解を得て、理事長杉原和雄の指導のもと高林美香を

　はじめ中島信親、田原葉月、平山裕之、中塚良の職員各位の協力を得た。

６．本図録は、編集および執筆を梅本康広が担当した。復元画を担当した田中さとこ氏からは、寄稿（コラム）をいただいた。
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